
葛西城跡（葛飾区） 築城年代：鎌倉時代  、築城者：葛西氏

　ここは葛飾区青砥駅北側の環状7号線/両サイドに木々が見える/この右手は葛西城址公園、左手は御殿山公園/このあたり一帯が葛西城跡



　　　左手が御殿山公園、右手が葛西城址公園の表示



　　　　こちらは葛西城址公園



　　反対側の御殿山公園を見たところ



　　　白い点線に囲まれたエリアが城域で、環状7号線が城域を貫いている/左手は中川/青砥駅は上/現地説明坂の写真より



　　最初に御殿山公園を見てみよう





　　　狭いながらも工夫されている



　　　　前方が史跡広場らしい



「葛西城を偲ぶ」という石碑/説明が記されているが、文字に色でも入れてもらわないと反射して良く読めない



　　　　こちらにも説明坂がある



　　環状7号線を造成する際に発掘調査が行われたと云う/その両サイドは公園整備の際に発掘調査が行われたらしい



縄張図/水色は発掘された濠の位置/茶色は推定される濠の位置/両公園とも本丸のエリアにある





享徳の乱(1454年～1483年)による上杉勢と古河公方勢との対立の中で、山内上杉氏の最前線軍事拠点として15世紀中頃に築城され、大石
石見守が入城したと云う



　　こちらにも説明坂が立っている





　　　これは「青砥史蹟復興之碑」



こちらは青砥藤綱城跡の碑/執権北条時頼や北条時宗などに仕えた鎌倉時代の武士の名前で、この地を有していたという伝承が
あるらしいが・・・



　遺構としては何も無い場所であった



　　　　こちらは名前からして期待できる葛西城址公園







　　だが何の変哲もない広場だった



　　　　これは葛西城址公園から東方向を見たところで、前方に土手が見える



その土手に上って南方向を見たところ/これは城域の東側を流れる中川/葛西城を守る天然の要害であると同時に、この水運を
支配していたのが、葛西城を手中にした山内上杉氏であり、その後の北条氏であった/上流には関宿城があり、下流へ行くと
東京湾である



振り返って西方向を見たところ/家康が秀吉の命による国替えで入る前の関東には、しっかりとした経済基盤が発達しており、
中でも青戸(青砥)周辺は水陸交通の要所で政治・経済的な中心地であった/家康はそういったことを生かして、同じ近くの下町
の江戸に拠点を構えたということのようだ
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